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友だちの真似を始めたら

仲良しになる一歩です。 

仁科認定こども園・０５５８－５２－０５８３（園内） 

・・・・・・ 

 

 

 

伊豆海認定こども園・０５５８－５３－０７５５（園内） 

 

安良里支援センター・０５５８－５６－０２３０（園内） 

もうすぐ立春です♪寒さも日に日に和らぐと言われます。海や川では「気嵐(けあらし)」と言

う冬の寒い朝にしか見られない霧も見られました。 

子どもだけでなく大人にもインフルエンザが流行中です。予防には室内の加湿が有効と言わ

れています。50％を保つ様心掛けましょう。加湿のし過ぎは、カビなどが繁殖しやすい環境に

なってしまいますので注意しましょう。又、加湿器を使う場合はタンクの水はこまめに 2 日を

目安に交換するようにしましょう。みんなで元気に冬を乗り切りましょうね。 

講師 山本 とき子先生 
＜僕もお手伝いした～い♪＞ 

子ども達は、お母さんと一緒にままごとをするのが大好きです。子ども達の様子を見ていると家でお母さんやお父さんがお料理

をしている姿が目に浮かびます。こんな会話をしながらお料理を作って盛り付けているんだなとか、道具の使い方まで子どもの姿

から想像できます。 

お母さんの真似をしてやってみたいという意欲が出てくるのは 2 歳前後のようです。センターに来る子ども達もお母さんが色々

な食材や道具を使って洗って切って煮たり炒めたり楽しそうにやっていれば、興味を持たないはずがありませんよね。でも子ども

が傍にきて「やりた～い」と言った時「危ないからあっちへ行ってなさい」「後でね」と言いがちではないでしょうか？そんな時は、

子どものやりたい気持ちを受け止めて出来ることから手伝ってもらいましょう。刃物が危険な年齢ではキャベツや白菜の葉を取っ

たりジャガイモを洗ったり、３歳位になったらピーラーで野菜の皮をむいたりなど面倒がらずに関わっていくと「お手伝いをした」

という満足感で子どもの心は満たされると思います。さらにお母さんから「ありがとう。助かったよ。」と喜んで褒めてもらえると

子どもは「また手伝おう、褒めてもらおう」と次へのやる気に繋がっていきますよね。 

P.S ２歳５ヶ月のA君はママが台所仕事を始めると必ず傍に来るので流し台に届くようにA君専用の台を用意してあるそうです。 

ママ～楽しいね♪ 

子どもの手形や足型を押した物やこいのぼり等

を作り、一ヶ月後には作品が手元に届きます。 

無病息災や五穀豊穣を願い長い竹とお正月飾りを「おんべ」にして燃やします。

その火で団子を柳の枝等に刺して焼いて食べると風邪を引かないと言われてい

ます。また、書初めを焼いた時に炎が天高く上がると字が上達するとか、灰を家

の周りに蒔くとその年の病を除くとも言われています。 

焼いた団子を食べて元気に過ごそうね♪ 

こま、回ったよ～ 

羽子板で当たったよ～ 

ママと一緒に作

ると楽しいね♪ 

地域の方のご好意で畑の大根

抜きの体験をさせて頂きました。         

ありがとうございました。 


